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[bookmark: _Toc121312763]イノベーションの方向性に関する「基本」的・「抽象」的構造
出版ビジネスを構成する主たる要素は、「企画」、「執筆」、「編集」、「印刷」、「販売」である。出版ビジネスのイノベーションの基本的方向は、下記のようにそれら諸要素のデジタル化として捉えることができる。

出版物それ自体に関するイノベーションの基本的方向　－ Product Innovation
「アナログ（紙）での出版」→「デジタルでの出版」

出版物の「生産」プロセスに関するイノベーションの基本的方向　－ Production Process Innovation
「手書き等アナログ作業・手動作業」→「デジタル化・自動化」

出版物の「販売」プロセスに関するイノベーションの基本的方向　－ Sales Process Innovation
「リアルな店舗（書店）での販売」→「ネット販売」

[bookmark: _Toc121312764]イノベーションの方向性に関する「具体」的構造
上記の三つのプロセスの組み合わせにより、出版は下記のように基本的には3形態に分類することができる。

0. アナログ型出版
0. アナログ・デジタル混合型出版
0. デジタル型出版
	
	アナログ型出版
	アナログ・デジタル混合型出版
	デジタル型出版

	出版物の形態
	書籍（紙）
	デジタル書籍（Kindleほか）

	出版物の生産
	執筆
	原稿用紙への手書き
	PC利用による執筆

	
	編集
	手書きでの赤字・ペン入れ
	PC利用による編集

	
	印刷
	活字・手動写植での活版印刷
　　　　　　　↓
手動での写真植字による	Comment by 明治大学: 澤田善彦(2001)「写植組版の誕生－印刷100年の変革」
https://www.jagat.or.jp/past_archives/story/4229.html
オフセット印刷
	電算写植によるオフセット印刷	Comment by 明治大学: 澤田善彦(2001)「電算写植の歴史－印刷100年の変革」
https://www.jagat.or.jp/past_archives/story/4364.html
     　　　↓
DTPによるオフセット印刷	Comment by 明治大学: ウェーブ「オフセット印刷とは」印刷・DTP基礎知識
https://www.wave-inc.co.jp/data/dtp/offset.html
DTPによるオンデマンド印刷	Comment by 明治大学: ウェーブ「オフセット印刷とは」印刷・DTP基礎知識
https://www.wave-inc.co.jp/data/dtp/offset.html	Comment by 明治大学: ウェーブ「オンデマンド印刷とオフセット印刷の違いとは？」印刷・DTP基礎知識
https://www.wave-inc.co.jp/data/dtp/ondemand.html
	

	出版物の販売
	リアルな店舗（書店）における在庫品の店頭陳列販売
リアルな店舗（書店）における非在庫品の対面注文販売
	リアルな店舗（書店）における在庫品の店頭陳列販売
リアルな店舗（書店）における非在庫品の対面注文販売
　　　　　　　＋
書店・ネット書店での在庫品・非在庫品のネット注文販売
ネット書店でのDTPによるオンデマンド印刷のネット注文販売
	ネット利用によるデジタル・データ（デジタル・ブックやPDFデータなど）の閲覧サービスおよびダウンロード型販売
 ex.1 プラットフォーマーによるデジタル・ブックサービス(amazon.comのKindle、dマガジンなど)
ex.2 出版社によるデジタル・ブック・サービス


[bookmark: _Toc121312765]アナログ出版における出版プロセス
執筆作業：原稿用紙にペン等で手書き。手書き原稿を出版社・雑誌社に郵送または手渡しで渡す。
編集・校正作業：出版社・雑誌社で原稿用紙に手で赤字入れし、印刷所に入稿する。
印刷作業：印刷所で活字を組んで印刷
販売：リアルな店舗（書店）による対面販売・対面注文販売


[bookmark: _Toc121312766]アナログ・デジタル混合型出版における出版プロセス
執筆作業：原稿用紙にペン等で手書き。手書き原稿を出版社・雑誌社に郵送または手渡しで渡す。
編集・校正作業：出版社・雑誌社で原稿用紙に手で赤字入れし、印刷所に入稿する。
印刷作業：印刷所で活字を組んで印刷
販売：リアルな店舗（書店）による対面販売・対面注文販売→書店・ネット書店によるネット注文販売


[bookmark: _Toc121312767]アナログ型出版、アナログ・デジタル混合型出版における共通性
アナログ型出版でも、アナログ・デジタル混合型出版でも、出版物の「形態」がアナログ出版物と共通であるため、出版ビジネスに関わるStakeholderは基本的に変わらない。
違いは「販売」においてネット書店が付け加わったことや、ネット書店が出版社と直接取引をするといった「取次」排除の動きがあることぐらいである。

0. リアル書店での販売によるアナログ出版、アナログ・デジタル混合型出版

Stakeholder：出版社、著者、印刷所、取次、リアル書店、読者、図書館
作業・業務：企画、執筆、編集、校正、印刷、仕入れ、注文、配本、送本、返本、販売、購入


[bookmark: _Ref49878116]リアル書店での販売によるアナログ出版、アナログ・デジタル混合型出版のプロセス

ステップ1 「出版社」（編集者）等による「企画」作業[注[footnoteRef:1]] [1: 注 著者が出版者に企画や執筆済原稿を持ち込む場合には、出版の起点が著者になる。] 

　　        ↓
         執筆依頼
　　        ↓
ステップ2 「著者」による「執筆」作業
　　　　    ↓
　　　　　原稿作成
　　　　    ↓
ステップ3 「出版社」（編集者）による「編集」・「校正」・「校閲」作業
[bookmark: _Hlk49878395]　　　　↓
ステップ4 「印刷所」による「印刷」・「製本」作業
　　　　↓
　　　　↓
　　　　↓
[bookmark: _Ref49878568]アナログ出版物の販売に関する伝統的構造
[image: ]　　　　　　↓
ステップ5 「取次」による「仕入れ」
　　　　　「配本」作業
   　   ↓　　　　　↑
配本・送本　　注文・返品  　
↓　　　　　↑
ステップ6  「リアル書店」による「販売」作業
   　   ↓　　　　　↑
店頭陳列品購入　注文品購入
↓　　　　　↑
ステップ7　「読者・図書館」による「購入」［図2の出典］
朝日新聞社(2019)「本の取次苦境、ほころぶ流通網　出版社「作っても届かない」懸念」2019年6月12日
https://www.asahi.com/articles/DA3S14052188.html






0. ネット書店での販売によるアナログ出版、アナログ・デジタル混合型出版	Comment by 明治大学: 教員指示＞「「取次」・「書店」の中抜きのメリットは何か？」を考察すること
Stakeholder：出版社、著者、印刷所、取次、ネット書店、読者、図書館
作業・業務：企画、執筆、編集、校正、印刷、仕入れ、注文、配本、送本、返本、販売、購入

基本的には、図1の6)のステップにおける「リアル書店」が「ネット書店」に代わっただけである。

0. ネット書店と出版社との直接取引によるアナログ出版、アナログ・デジタル混合型出版	Comment by 明治大学: 教員指示＞「「取次」・「書店」の中抜きのメリットは何か？」を考察すること
Stakeholder：出版社、著者、印刷所、取次、ネット書店、読者、図書館
作業・業務：企画、執筆、編集、校正、印刷、仕入れ、注文、配本、送本、返本、販売、購入

amazon.comなどが現におこなっているように、ネット書店が取次を介さずに出版社と直接取引をおこなうという「取次」外しも進行しつつある。この場合には図1のステップ5以降が下記のように変化することになる。

ネット書店と出版社の直接取引による取次の排除

ステップ5 ネット書店（amazon.com, Inc）による「出版社からの直接仕入」・「ネット販売」作業
   　  　 ↓　　　　　
WEBページでの紹介・販売、送本
↓
ステップ6　消費者による「購入」



[bookmark: _Toc121312768]デジタル出版物のネット販売
0. 出版社による「書店、ネット書店」排除のデジタル出版ビジネス

0. プラットフォーマーによる「出版社・取次抜き」のデジタル出版ビジネス

Stakeholder：出版社、著者、印刷所、取次、書店、読者、図書館（？）
作業・業務：企画、執筆、編集、校正、印刷、仕入れ、注文、配本、送本、返本、販売、購入

Amazon.com, Inc.をプラットフォームとするKindleダイレクト・パブリッシング


Amazon.com, Inc.,「Kindle ダイレクト・パブリッシング」(https://kdp.amazon.co.jp/)などを利用した著者個人によるセルフ出版
[image: ]
[image: ]


いち早く市場へ。出版にかかる時間はほんの数分。本は 48 時間以内に世界各国の Kindle ストアで購入可能になります。 
より多くの収益を。米国、カナダ、英国、ドイツ、インド、フランス、イタリア、スペイン、日本、ブラジル、メキシコ、オーストラリアなど、多くの国で販売から最大 70% のロイヤリティを獲得できます。 
権利は保持。本の権利を保持し、希望小売価格を自由に決定できます。本の変更はいつでも可能。 
今すぐ出版。KDP で今すぐ本を出版してみましょう。 出版の手順は簡単です。
Kindle インディーズマンガ。無料マンガを Amazon Kindle ストアで公開して、たくさんの読者に届けよう。




[bookmark: _Toc121312769]イノベーションによる出版物Segmentationの変化
アナログ出版からデジタル出版に変化しても、コンテンツの市場セグメントの内部的構成は、「書籍」、「雑誌」、「コミック」というように現在のところは基本的には変化していない。

	Segment
	アナログ（紙）
	デジタル

	書籍
	書籍（紙）
	デジタル書籍（Kindleほか）

	雑誌
	雑誌（紙）
	デジタル雑誌（dマガジンほか）

	コミック
	コミック
	電子コミック



アナログ出版からデジタル出版に変化しても、コンテンツの市場セグメントの内部的構成は基本的には下記のようなものであり、変化していない

書籍segment
［文芸書segment、実用書segment、語学書segment、児童書segment］

雑誌segment
［刊行形態別分類：週刊誌segment、月刊誌segment、ムックsegment］
［刊行内容別分類：総合誌segment、専門誌segment］
［ターゲット別分類：男性誌segment、女性誌segment］

コミックsegment


[bookmark: _Toc121312770]イノベーションによる業界構造の変化
[bookmark: _Toc121312771]取次-出版社-書店の数、および、出版流通の基本的構造
「取次は全国約３千の出版社と１万数千の書店をつなぎ、年間推定約２８億冊近く市場に出回る書籍・雑誌を届ける役割を担ってきた」朝日新聞社(2019)
「日本の出版流通は、大量の雑誌を発売日に合わせて一斉に全国の書店に届ける際、「ついでに」送ることで書籍の配送コストを吸収する仕組みで機能していた。売れ残れば返品できる慣例があり、その割合が約４割にのぼる現状もこうした仕組みが支えてきた。」朝日新聞社(2019)

[bookmark: _Toc121312772]アマゾン等に対抗可能な書店スタイル－大型書店・系列書店ではなく、独立系書店
［出典］星野渉(2018)「アマゾンに売り上げを奪われているのは大型書店」アメリカ、ドイツ、京都…独立系書店の強み」〈文化通信コラム第1回〉ダ・ヴィンチニュース、2018/2/10
https://ddnavi.com/column/434026/a/

純粋アナログ時代の出版業界の構造

アナログ・デジタル混合出版における業界構造

純粋デジタル出版における業界構造




[bookmark: _Toc121312773]１.Innovationに関する「量」的分析　–　取り上げたイノベーションに関わる統計データ・数量データにはどのようなものがあるのか？

[bookmark: _Toc121312774]日本の電子出版の現状に関するデータ－電子出版は出版市場全体の約18%

2019年上半期の紙の出版物と電子出版の占有率
[image: 紙の出版市場と電子出版市場合計]［出典］全国出版協会・出版科学研究所(2019)「2019年上半期の出版市場を発表： 紙+電子で1.1％減の7,743億円、紙は4.9％減、電子は22.0％増」2019年7月25日付NEWS RELEASE	Comment by 明治大学: 「上半期の電子出版市場規模（小売り額）は前年同期比22.0％増の1,372億円。内訳は「電子コミック（電子コミック誌含む）」が同27.9％増の1,133億円、「電子書籍（コミックを除く文字ものなど）」が同8.5％増の166億円、「電子雑誌」が同15.1％減の73億円」
https://www.ajpea.or.jp/information/20190725/index.html







[bookmark: _Toc121312775]日本の電子出版市場（雑誌・書籍）の市場規模推移2002-2008および予測に関する数値データ

[bookmark: _Ref26266985]日本の電子出版市場規模の推移2002-2018 （単位：億円）

	年度
	電子出版市場規模
	内、
電子書籍
	内、
電子雑誌

	2002
	10 
	　
	10 

	2003
	18 
	　
	18 

	2004
	45 
	　
	45 

	2005
	91 
	　
	91 

	2006
	182 
	　
	182 

	2007
	355 
	　
	355 

	2008
	464 
	　
	464 

	2009
	574 
	　
	574 

	2010
	662 
	6 
	656 

	2011
	673 
	22 
	651 

	2012
	807 
	39 
	768 

	2013
	1,090 
	77 
	1,013 

	2014
	1,256 
	145 
	1,111 

	2015
	2,068 
	242 
	1,826 

	2016
	2,580 
	302 
	2,278 

	2017
	2,871 
	315 
	2,556 

	2018
	3,418 
	296 
	3,122 



[bookmark: _Ref26267229]日本の電子出版市場規模の推移・予測2011-2023 （単位：億円）
[image: https://research.impress.co.jp/sites/default/files/image001_0.jpg?itok=Gi7yMBcE]











[表1、図3、図4の出典]インプレス総合研究所(2019)「2018年度の市場規模は2826億円、海賊版サイト閉鎖を受けて前年比126.1％の大幅増 ～電子書籍に関する調査結果2019～」
https://research.impress.co.jp/topics/list/ebook/566




[bookmark: _Ref27563416]電子化対象コンテンツの種類別（コミックおよびコミック以外）の市場規模の推移2011-2018

[image: https://hon.jp/news/wp-content/uploads/2019/07/image002_0.jpg]
















[image: 紙の出版市場と電子出版市場合計]紙の出版市場と電子出版の市場合計推移2015-2018


[出典]全国出版協会(2019)「2018年の出版市場規模発表：紙+電子で3.2％減の1兆5,400億円、紙は5.7％減、電子は11.9％増」2019年1月25日付けニュースリリース	Comment by 明治大学: 「2018年の電子出版市場は前年比11.9％増の2,479億円となりました。内訳は、電子コミックが同14.8％増の1,965億円、電子書籍（文字もの）が同10.7％増の321億円、電子雑誌が同9.8％減の193億円。
電子コミックは17年後半から海賊版サイトやリーチサイトの影響で伸びが鈍化しましたが、4月に海賊版サイトの代表格である「漫画村」が閉鎖されて以降、売り上げは復調傾向にあります。
電子書籍はライトノベル系の作品や紙でよく売れたビジネス書や実用書、写真集の電子版も売れており、着実に伸びています。
電子雑誌は定額制雑誌読み放題サービス「dマガジン」（NTTドコモ）の会員数が2年連続で減少したことが影響し、1割近いマイナスとなりました。
 
※電子出版市場規模は、読者が支払った金額を推計したもの。広告収入は含まない。雑誌には定額制読み放題サービスを含む。」

https://www.ajpea.or.jp/information/20190125/index.html


[bookmark: _Toc121312776]学術雑誌のデジタル化　–　大学図書館で購入される書籍・雑誌のデジタル化
大学図書館における電子ジャーナルのタイトル数の推移
[image: ]
学術雑誌価格の高騰　－　2011年には1986年の4倍に高騰
[image: ]
［出典］船守美穂(2019)「電子ジャーナルを巡る攻防の世界動向と日本の大学の課題」	Comment by 明治大学: 「文部科学省で実施している学術情報基盤実態調査によると、大学図書館における資料費（図書、雑誌、電子ジャーナル等）の総計は、平成18年度において約747億円と前年度と比較して約10億円（1．4％）の増となっており、大学総経費の約1．2％を占めている状況にある。また、平成18年度における人件費を含む大学図書館運営費の総計は約885億円と大学総経費の約1．4％を占めているが、前年度と比較して約96億円（9．8％）の減となっている。
　さらに、大学図書館における電子ジャーナルの利用可能な種類数は、平成17年度において約154万種類であったものが平成18年度においては約194万種類と約40万種類（26．0％）の増となっている。1大学平均種類数は、2，593種類となっており、5年前の平成13年度における466種類から比べると飛躍的に増加している。また、電子ジャーナルに係る経費は、平成17年度において約91億円であったものが平成18年度においては約122億円と約31億円（34．1％）の大幅な増となっている。また、大学図書館における資料費全体に占める割合も12．3％から16．3％と増加している。」
http://hdl.handle.net/2115/73699
講演会「電子ジャーナル問題の最新の動向と求められる対応について」（2019年4月18日北海道大学附属図書館大会議室）資料

大学図書館における電子ジャーナル、電子書籍、データベースの平均金額
[image: ]
Gigazine(2018)「5年で57億円かかるエルゼビアの論文閲覧システムの契約交渉で大学側が値下げを要求」2018年12月17日
https://gigazine.net/news/20181217-ucla-elsevier/
Zeolinite(2018)「5年で57億円かかるエルゼビアの論文閲覧システムの契約交渉で大学側が値下げを要求」2018/12/24
https://www.chem-station.com/chemistenews/2018/elsevier.html
Gigazine(2018)「高額すぎる購読料を嫌ってエルゼビアなどとの論文購読契約を打ち切る大学が続出」Gigazine、2018年05月21日
https://gigazine.net/news/20180521-university-stand-off-for-open-access/
Gigazine(2016)「研究論文を無料で読める「Sci-Hub」が論文ビジネスに与える影響とは？」2016年06月01日
https://gigazine.net/news/20160601-sci-hub-academic-publishing-industry/
上田修一，横井慶子(2014)「なぜエルゼビアはボイコットを受けるのか」
http://user.keio.ac.jp/~ueda/papers/sc2014.pdf
文部科学省(2009)「電子ジャーナルの効率的な整備」『大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について（審議のまとめ）』
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/1282999.htm



[bookmark: _Toc121312777]電子書籍の利用率に関する調査データ
[image: 平成30年度「国語に関する世論調査」問15：ふだん、電子書籍を利用しているか]［原出典］平成30年度「国語に関する世論調査」問15：ふだん、電子書籍を利用しているか







鷹野凌(2019)「電子書籍の利用率は25.2％ ～ 文化庁 平成30年度「国語に関する世論調査」より」2019年11月12日 
https://hon.jp/news/1.0/0/26950

[bookmark: _Toc121312778]図書館のデジタル化に関する調査データ
鷹野凌(2019)「電子図書館サービス導入数は86館89自治体に 〜 電流協『電子図書館・電子書籍貸出サービス調査報告2019』」2019年11月11日 
https://hon.jp/news/1.0/0/26945



[bookmark: _Toc121312779]Innovator　–　イノベーションの担い手、イノベーションによる「新規」stakeholder、ノベーションによって「排除」されるstakeholder
デジタル化イノベーションとともに、「排除」される、あるいは、排除される可能性があるstakeholder：印刷所、取次、書店

[bookmark: _Toc121312780]出版物のネット販売事業者（ECプラットフォーマーほか）
ECプラットフォーマーによる出版物のネット販売
Amazon.com
https://www.amazon.co.jp/b?node=465392
楽天のRakutenブックス
https://books.rakuten.co.jp/book/?l-id=ebook-header-navi-book

[bookmark: _Toc121312781]取次による出版物のネット販売－リアル書店との関係は？
トーハンのe-hon
https://www.e-hon.ne.jp/bec/EB/Top
日本出版販売のHonya Club
https://www.honyaclub.com/

[bookmark: _Toc121312782]小売書店による出版物のネット販売
紀伊國屋書店ウェブストア
https://www.kinokuniya.co.jp
丸善・ジュンク堂書店・文教堂の合同によるhonto(運営会社はそれぞれの会社の親会社である大日本印刷)
https://honto.jp/

[bookmark: _Toc121312783]新規参入業者
ヨドバシドットコム（ヨドバシポイント利用可）
https://www.yodobashi.com/category/81001/

7net	セブンイレブンが運営するオンライン書店（nanacoポイント利用可）
HMV&BOOKS	ローソンが運営するオンライン書店（Pontaポイント利用可）
TSUTAYAオンライン	TSUTAYAが運営するオンライン書店（T-Point利用可）
DMM　BOOK	DMMが運営するオンライン書店（DMMポイント利用可）

[bookmark: _Toc121312784]デジタル出版物のプラットフォーマー（デジタル・ブック＋デジタル・ビューアー）
AmazonのKindle
https://www.amazon.co.jp/b?node=2250738051

楽天の電子書籍（楽天Kobo）
https://books.rakuten.co.jp/e-book/

[bookmark: _Toc121312785]出版社
商業出版を業務とする出版社

自費出版を業務とする出版社
コンテンツのデジタル化に対応したアナログ（紙）型での自費出版を事業とする新ビジネス
株式会社ブイツーソリューション「お手軽出版.com」
http://www.otegarushuppan.com/

[bookmark: _Toc121312786]著者
セルフ出版



[bookmark: _Toc121312787]innovationの対象顧客　–　どのような顧客を対象として、イノベーションを推進するのか？
[bookmark: _Toc121312788]個人消費者

[bookmark: _Toc121312789]図書館
図書館施設の相対的狭隘性に対する対応




[bookmark: _Toc121312790]innovationのneeds　–　顧客あるいは社会のどのようなneedsを対象として、イノベーションを推進する（推進した）のか？
[bookmark: _Toc121312791]既存顧客層のneeds－現在の顧客層に関して、どのようなneedsをどのように、どの程度まで充足できているのか？また、現在の顧客層に関して、どのようなneedsを充足できていないのか？
「いろいろな雑誌を手軽にスマホで読みたい」というneedsに応えるものとしての、dマガジン

[bookmark: _Toc121312792]非既存顧客層のneeds－まだ顧客とはなっていないが、顧客として取り込みたいと考えているターゲット顧客層が抱えている問題点＝needsの内で、どのようなneedsを充足しようとしているのか？
そのneedsはターゲット顧客層が「認識し充足したいと欲している」既存needsなのか？あるいは、「認識していない」「充足したいと欲してはいない」新規needsなのか？

「××××などのために、PCやタブレットなどで本を読みたい」



[bookmark: _Toc121312793]innovationのseeds　–　どのようなseedsを利用して、イノベーションを推進する（推進した）のか？現にすぐに利用可能な既存seedsは何か？新規研究開発投資が必要な新規seedsは何か？
コンピュータ＋インターネット




[bookmark: _Toc121312794]innovationに関わる競争において特に重要な要因は何か？
 当該innovationに関わって、競合者（competitor）や利害関係者(stakeholder)として、特に重要なものは何か？サプライヤーや補完財メーカー、あるいは、競合他社・競合他業界はinnovationの遂行・展開にどのように関係しているのか？競争優位に関わる要因は何か？

[bookmark: _Toc121312795]デジタル出版のプラットフォーム間競争
出版ビジネスのデジタル化イノベーションにおいて、Amazon.com, Inc.と楽天を比較すると、Amazon.com, Inc.は、多額の研究開発投資によって、kindleプラットフォームの方がkoboプラットフォームよりも競争優位にある。

2018会計年度(2018/1/1-2018/12/31)の研究開発費は、下記の通り、1ドル＝110円換算でAmazon.com, Inc.は楽天の335倍も研究開発投資をおこなっている。

Amazon.com, Inc.　28,837（単位：100万ドル）
楽天                    94.66（単位：億円）

[上記数値の出典]
Amazon.com, Inc. (2019) Annual Report 2018, p.25
https://ir.aboutamazon.com/annual-reports
楽天(2019)『有価証券報告書2018』p.100
https://corp.rakuten.co.jp/investors/documents/asr.html
インプレス総合研究所(2019)『電子書籍ビジネス調査報告書2019』インプレス，
https://research.impress.co.jp/sites/default/files/2019-07/500711_sample.pdf

楽天（売上高、営業利益、研究開発費の単位：億円）

	
	2011/12
	2012/12
	2013/12
	2014/12
	2015/12
	2016/12
	2017/12
	2018/12

	 売上高
	3,464
	4,004
	5,186
	5,986
	7,136
	7,819
	9,445
	11,015

	 営業利益
	6
	501
	902
	1,064
	947
	780
	1,493
	1,704

	研究開発費
	5
	6
	9
	24
	84
	100
	98
	95

	研究開発費率
	0.2%
	0.2%
	0.2%
	0.4%
	1.2%
	1.3%
	1.0%
	0.9%



Amazon（売上高、営業利益、研究開発費の単位：100万ドル）
	
	T1
	T2
	T3
	T4

	
	1999/1-2003/12
	2004/1-2008/12
	2009/1-2013/12
	2014/1-2018/12

	売上高
	3,344 
	12,025 
	48,467 
	148,547 

	営業利益
	-309 
	552 
	964 
	4,625 

	研究開発費
	236 
	649 
	3,402 
	17,871 

	研究開発費率
	7%
	5%
	7%
	12%



Strategy&(2018) 「2018年グローバル・イノベーション1000調査結果概要」2018.10.30, p.1
[image: ][出典]Strategy&(2018),p.1
https://www.strategyand.pwc.com/jp/ja/media/innovation-1000-data-media-release-jp-2018.pdf





Strategy&(2018) 「2018年グローバル・イノベーション1000調査結果概要」2018.10.30, p.5
[出典]Strategy&(2018),p.5
https://www.strategyand.pwc.com/jp/ja/media/innovation-1000-data-media-release-jp-2018.pdf
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